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会議案第 ５３ 号    
 

 

 

議会活性化に関する中間報告について 

 

本特別委員会の調査検討した内容について、会議規則第４７条第

２項の規定により、次のとおり中間報告いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年３月１８日報告 

 

 

 

 

議会活性化特別副委員長  曽我部 義 貞 

 

 

 

 

長沼町議会議長  平 井 儀 一  様 
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議会活性化に関する中間報告 

 

 平成３１年３月３１日に設置された議会活性化特別委員会（以下

「委員会」という。）は、議会活性化等に資する事項について調

査・検討を進めてきたところであるが、１７回にわたる委員会にお

いて、議員定数については調査が終了し、あわせて現在までの議会

の活性化に資するための検討結果について、中間報告をするもので

ある。 

 

１ 調査事件 

議会活性化等に資する事項について 

 

２ 委員会開催年月日 

令和元年５月８日、６月１４日、１０月４日、１２月１３日 

令和２年１月１０日、２月２１日、３月１７日、９月１８日 

令和３年３月１６日、６月１８日、９月１７日、１０月８日、 

１２月１０日 

令和４年２月２日、２月１４日、２月１７日、２月２８日、 

（１７日間） 

 

３ 調査の経過 

 委員会においては、議員個々の活動により寄せられた、町民の意

見等の交換・分析に加え、町民アンケートの実施や類似団体及び空

知管内市町における議員定数の現況等について、調査研究を進め、

慎重に協議を行ったところである。 

さらに、町民の付託に応え、町民と協働による開かれた議会の実

現を目指すため、議会活性化に向けた検討を行った。 

 

４ 調査の結果 

 町議会は、町民の意見を町政に反映し、二元代表制の下、町政に



 - 6 -

対する監視機能を果たすという重要な使命がある。また、地方分権

改革の進展により、国や北海道からの権限移譲が進む中、議会の果

たすべき役割と責任もますます大きくなっているものと考える。 

 このような中、議員定数については１４名の現定数が、全道の類

似団体と比較しても、決して多すぎるとは言えないが、空知管内町

では、これまでの大幅な議員定数の減員により、本町の定数が現在

では最多となっている。 

 新型コロナウイルス感染症の影響により、社会経済活動が抑制さ

れ、極めて厳しい局面が続いており、地方財政を取り巻く状況は、

依然として先行きが見通せない状況である中、本町においても実質

収支の均衡がとれる財政基盤の早期確立に向け、より一層の行財政

改革を進めるためにも、議会が自ら改革をすることは重要である。 

委員会では、町民の意見も十分に把握するための取組として、令

和３年１１月から１２月に議員定数をテーマに「町民アンケート」

を実施し、４９２人（回収率１１．３パーセント）の町民から回答

があった。 

 町民アンケート結果によると、議員定数について「減らすべきで

ある」３２３人（６５．７パーセント）と最も多く、「適当であ

る」１３９人（２８．３パーセント）、「増やすべきである」が１

９人（３．９パーセント）であり、回答された町民の多数は「減ら

すべき」という意見であった。 

 記述欄には、多種多様な意見があり、議員一人一人が町民の声と

してしっかり受け止め、今後の議会活動の貴重な意見、提言として

参考にしていくことを確認したところである。 

これらの町民アンケート結果や空知管内市町等を参考に議論を進

め、議員として、多様化する町民の意思を町政執行にしっかりと反

映させるために必要と思われる人数、委員会活動の沈滞や議会審議

の空洞化を招かないための必要人数、町政に対する監視機能を低下

させないための人数等の調査研究を行った。 

委員がそれぞれの立場から真摯に議論を深めた結果、町民の民意
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を反映できる最小限の定数は何人が妥当であるかという判断基準に

立ち、議員一人一人が更に研さんを重ね資質向上に努めることによ

り、議会機能の充実・強化を図っていくこととし、議員定数を次期

任期から、現行１４名を２名減員し、１２名とすることを決定した。 

議員定数は減員するが、活発な議会活動をすることで、民意を反

映した未来ある長沼町の創造は可能と考える。 

また、町民アンケート結果では「議会や議員の姿が見えない、活

動が分からない」という意見が多く寄せられ、議会として、本会議

や委員会活動の周知など広報広聴活動が不足しているとの認識を強

くしたところであり、町民との対話を大事にし、信頼される議会を

実現することを目指す取組を進めていくことが求められているとこ

ろである。 

これまでも、本町議会では、町民と一緒に考え行動し、民意が反

映される議会活動とするため、議会住民懇談会の開催や一般質問事

項のチラシの新聞折込、議会中継の配信など議会を身近に感じても

らうために、できることから開かれた議会を目指すべく改革を進め

ている。この度の議員定数の減員を契機に、議会力及び議員力の向

上のため、不断の努力と研さんを重ね、更なる議会の活性化につな

がるよう、引き続き、調査検討を進めていくことを委員全員で確認

したので、ここに報告する。 


